
 

 

■「地盤工学セミナー：地盤に起因する建築紛争の解決に向けて-Part2」開催のご案内■ 

土木学会行事コード：38301 

行事略称：地盤セミナー2013 

 

■セミナーの開催趣旨■ 

建築紛争，とりわけ戸建住宅に係わる紛争件数は膨大である．その中でも，家屋の不

同沈下，傾斜等のトラブルは，ほとんどが地盤や基礎に起因している．建築紛争で最も

解決が困難なのが家屋の不同沈下・傾斜事例であり，補修方法が多様である上，補修費

が高額であることがその要因となっている． 

一方，建築紛争の解決に際し，地盤や基礎に起因する紛争においては，地盤技術者が

関与することが必要と思われるが，関与した実績は，現在のところ，ごく一部の裁判所

に限られている．建築紛争に関する専門家はと言えば，一級建築士が担うものと思われ

ているが，地盤や基礎を専門とする一級建築士は，極めて少ないのが現状である．一方

で，土木系の地盤技術者は多数存在しており，建築紛争の解決に土木技術者が関与する

ことの意義は大きいと言わねばならない． 

そこで，公益社団法人土木学会地盤工学委員会では，毎年開催している「地盤工学セ

ミナー」のテーマとして，「地盤に起因する建築紛争の解決に向けて Part2」というテ

ーマを取り上げることで，地盤・基礎に起因する建築紛争の問題をどのように捉え，解

決していくのかという点を，土木系の地盤技術者とともに考える機会としたい． 

なお，このセミナーの内容は，2013 年 3 月に京都大学防災研究所において開催された，

「地盤に起因する建築紛争の解決に向けたワークショップ」の続編という形で開催する．

このワークショップは，全国から 140 名を超える参加者を集めて好評のもとに開催され

た．今回のセミナーは，東日本大震災の被災地に近い関東地方に会場を移し，より多数

の技術者と意見交換を行う機会としたい．  

 

  



 

 

■開催要領■ 

○主 催：公益社団法人 土木学会 地盤工学委員会 

     委員長：三村 衛，補助者：諏訪 靖二 

○協 賛：特定非営利活動法人 住宅地盤品質協会 

        地盤品質判定士協議会 

○後 援：公益社団法人 地盤工学会 

   一般社団法人 日本建築学会 

   一般社団法人 日本建築学会 司法支援建築会議 

○日 時：2014 年 1 月 25 日（土）10：00～17：00（受付開始：9：00～） 

    ※ 土木学会の継続教育（CPD）認定プログラム 

（認定番号 JSCE13-0775，単位数：5.6 単位）。 

     

○場 所：日本大学理工学部駿河台校舎 1 号館 CST ホール（御茶ノ水駅より徒歩約 5 分） 

     http://www.cst.nihon-u.ac.jp/campus/surugadai.html   

○定 員：200 名 

○参加費：3,000 円 

 

  

http://www.cst.nihon-u.ac.jp/campus/surugadai.html


 

 

■プログラム■ 

 

10：00～10：05  開会挨拶 

三村 衛 （地盤工学委員会 委員長） 

 

10：05～10：30 『2011 年東日本大震災と地盤の品質評価に関する新しい資格制度 

について』 

末岡 徹  （公益社団法人地盤工学会 会長， 

地盤品質判定士協議会 会長） 

 

10：30～10：55 『地盤事故根絶を目指すための住品協の取り組み』 

村上 満  （住宅地盤品質協会 理事長） 

 

10：55～11：20 『戸建住宅における基礎・地盤トラブルへの対応』 

伊集院 博 （旭化成ホームズ株式会社） 

 

11：20～11：45 『戸建住宅の地盤調査と基礎設計の現状と課題』 

松下 克也 （株式会社ミサワホーム総合研究所） 

    （昼  食） 

13：00～14：00 『戸建住宅基礎・地盤のトラブル事例』 

藤井 衛  （東海大学） 

 

14：00～14：40 『東京地方裁判所における建築関係訴訟の実情について』 

加藤 靖  （東京地方裁判所 裁判官） 

    （休  憩） 

14：50～15：15 『地盤にまつわる建築裁判例の分析と地盤トラブル事例への展開』 

秋野 卓生 （弁護士法人 匠総合法律事務所） 

 

15：15～15：40 『調停・専門委員から見た地盤に起因する建築紛争の実態と今後の課題』 

諏訪 靖二 （調停委員） 

 

15：40～17：00  総合討論 

全員 



 

 

■申込方法■ 

●参加申込方法 

学会誌綴じ込みもしくは，土木学会ホームページ上にあるPDFファイル

（ http://www.jsce.or.jp/event/active/form.pdf）の「本部行事参加申込書」に所定項

目（特に行事コード番号：38301）を明記の上，研究事業課宛までFAX（03－3355－5278）に

てお申し込みください。申込書が到着後，10 日前後にて折り返し「参加券」をお送りいた

します。土木学会個人会員の方は，土木学会HPホームページ

（ http://www.jsce.or.jp/event/active/information.asp）から申込できます。 

 

●申込締切日  

平成 26 年 1 月 10 日 (金)【必着】 

 

●申込に関してお願い 

1.申込締切日前に定員に達している場合がございますので予めご了承ください。なお，

締切日以降の事前受付はいたしません。但し，定員に余裕がある場合は，行事当日

に会場にて受付致します。 

2.申込後，やむを得ずキャンセルをされる場合は，必ず開催日の 1 週間前までに研究事

業課宛ご連絡ください。ご連絡がない場合は，参加費を徴収させて頂きますので予

めご了承ください。 

3.申込をされる前にご送金頂くことはトラブルの原因となりますので固くお断り致し

ます。 

 

■問い合わせ先■ 

土木学会地盤工学委員会（事務局担当：増永） 

E-mail: masunaga@jsce.or.jp  ／ TEL: 03-3355-3559（直通） 

 

http://www.jsce.or.jp/event/active/form.pdf
http://www.jsce.or.jp/event/active/information.asp
mailto:masunaga@jsce.or.jp


土木学会 本部行事参加申込書 
参加者お一人につき、1 枚にて必要事項をご記入の上、下記「申込書 送付先」までＦＡＸにてお送り下さい。（郵送も可） 
なお、「現金書留」にてお申し込みの場合は、この申込書を現金封筒に同封の上お送り下さい。 

 

行 事 ｺｰﾄﾞ E 略称  参加費 お一人：       円 
 

参加者 ふりがな

氏名 
 会 員

区 分

(○印) 
正会員・法人会員 
学生会員・非会員 

会員 
番号           

勤務先  所 属  

所在地 （〒     ） 
電 話               (内) FAX  
 

参加費 支払予定     年    月    日 
支 払 額 

（他と合算のときは内訳を通信欄

へご記入下さい。） 
        円 

 
 
支払

方法 
 (□印に

ﾁｪｯｸ) 
 
 

 

□ 現金持参 ： 申込書到着後、10 日前後で折り返し「参加券」をお送ります。 
      「領収書」は、当日会場受付にてお支払いの際お渡しします。 

□ 郵便振替       申込書到着後、10 日前後で折り返し「参加券」「請求書 1 通」 
「専用払込用紙」をお送りします。 

□ 銀行振込      お受け取り後、お近くの金融機関窓口にてお振込み下さい。 
 

 
※郵便振替・銀行振込の場合、当会からの領収書は発行致しません。金融機関発行の受領証にて領収書とさせて頂きます。 

なお、振込手数料は御社にてご負担願います。  
 

追加書類請求 ご必要な場合のみご記入下さい。  
書類の様式 
（○印） 

 
学会書式で可・指定用紙を送付 

 
その他（            ） 

 

【見積書：       通】・【納品書：       通】 
【請求書：       通】 

※「郵便振替」「銀行振込」の場合、請求書は必ず１通送付されます

ので、追加通数のみご記入下さい。 
宛 名 勤務先名・参加者個人名・無記入・その他（    ） 日付 記載する・しない 
 

参加券等送付先 参加者本人宛・下記申込担当者宛・その他（              ） 

申込担当者 
 

ふりがな

氏名 
                       

所 属 
 

 
電 話  

 
 

通信欄： 
 

… 参加申込書：送付先 … 
公益社団法人 土木学会   行事担当      事務局：記入欄 
FAX：（03）3355－5278 
住所：〒160-0004 東京都新宿区四谷 1 丁目無番地 
 
 注: 本申込書は土木学会「本部行事」のみにご利用下さい。 
     支部行事については支部行事会告をご参照下さい。 
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